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過去最高潮位

徒歩での長距離移動が困難

台風等による高潮等のリスク
高潮は、主に台風や発達した低気圧の接近に伴い、吸い上げ効果や吹き寄せ効果などにより、海面が異常に上昇する

現象で、短時間のうちに急激に潮位が上昇することがあります。
高潮で潮位が高くなって海岸堤防の高さを超えると、一気に海水がなだれ込んできます。また、潮位が海岸堤防の高さを

超えていなくても、高潮と重なった高波が海岸堤防を越えて浸入してくることがあります。
また、台風や発達した低気圧の接近時には、潮位の上昇よりも先に暴風が吹き始めます。

①気圧低下による吸い上げ効果
台風や低気圧の中心付近で
は気圧が低いため、その部分の
空気が海面を吸い上げるように
作用する結果、海面が上昇し
ます。気圧が 低くなると、
海面は約 上昇します。

②風による吹き寄せ効果
台風等による強風が沖から海
岸に向かって吹くと、海水が海
岸に吹き寄せられ、海面が上昇
します。

※ 波浪効果…高波が沿岸に到達してくず
れることで、海面がさらに上昇します。

例：平成30年台風第21号による災害
平成 年 月 日に近畿地方を縦断した

台風第 号の接近・通過により、大阪湾と紀伊
水道の沿岸では顕著な高潮と高波が発生し
（表紙写真下）、関西国際空港では滑走路
の冠水（表紙写真上）などの被害が発生しま
した。
大阪市では、潮位は センチまで急激に

上昇し（右図）、 人の死者を出した
年の第２室戸台風（ センチ）を超え、
過去最高潮位を更新しました。
また、潮位が上昇する前に、風が強まり、徒

歩での避難（長距離移動）が困難な状況と
なりました。この点は台風や発達した低気圧の接
近時には特に注意が必要です。

高潮の時期は災害に注意
　９月、10月の高潮の時期は一年のうちで最も海面水位が上昇する時期です。
　潮位の変化には十分注意し、必要な場合は、早めの避難をお願いします。
　なお、危険箇所については島原市防災避難マップを確認してください。
　島原市防災避難マップについては市民安全課または公民館などで配布をしています。
　また、市ホームページにも掲載しています。（https://www.city.shimabara.lg.jp/page2962.html）

　高潮の時期に台風が接近、上陸するよ
うな場合には短時間のうちに急激に潮位
が上昇します。
　低い気圧により、海面が持ち上がる吸
い上げ効果や、強風が海面を陸側に吹き
寄せる効果で海面がさらに上昇し、予測
以上の高潮となりますので気象情報には
十分注意しましょう。

　河川などの氾濫はその場所の降雨量だ
けで判断するものではありません。上流
や周辺の流域雨量も加わります。低地で
は河川の水が海に流れず、水位が上り、
高潮の恐れが更に高まります。
　気象情報には十分注意しましょう。

▶問い合わせ先　市民安全課（☎内線 241）

【高潮になる時期の潮位】

 ■台風接近に注意してください

 ■周辺の大雨にも注意してください
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日　付 時　刻 潮　位 時　刻 潮　位
９月 17日 8:35 490㎝ 21:16 509㎝
９月 18日 9:19 512㎝ 21:50 514㎝
９月 19日 10:03 518㎝ 22:23 507㎝
９月 20日 10:49 502㎝ 22:56 485㎝
10月 17日 9:07 512㎝ 21:15 502㎝
10月 18日 9:53 514㎝ 21:49 490㎝


